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4．結 果 と 考 察

目
的

1．目的

違反行為への注意が
観察者に与える影響

木野ゼミ4年 佐々木七瀬

3．方 法

他者の違反行為への注意を観察すること
が、観察者に与える影響を検討する。

【本実験の主な測定項目】
〇ストレス反応：
脈拍数、気分（覚醒度・快適度）

〇パフォーマンス：
課題の作業量、誤答数、
書き間違い数

〇意欲：次に行う課題に対する意欲
〇他者の問題行動に対する考え方
（事後質問紙）

【本実験実験対象者】
宮城学院女子大学の学生52名を、以下の
3群に割り当てた。
・注意あり条件（19名）：
課題中、違反行為に対して注意する

・注意なし条件（16名）：
課題中、違反行為に対して注意しない

・統制条件（17名）：
課題中、何も起こらない

実験課題：2ケタ＋1ケタの計算課題

質問紙の内容
・TDMS（今の気分）
・次に行う課題に対
する意欲

【実験操作】課題開始10秒後、サクラの電話が鳴る
注意なし条件：約12秒後、電話が切れる
注意あり条件：約8秒後、実験者がサクラに注意を行

い、サクラが電話を切る
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注意なし

注意あり 叱り手への
信頼感

叱り手への
不信感 意欲低下

意欲向上

注意＝禁止のための圧力
→ストレッサー

⇒・ストレス反応が生じる
脈拍数増加、不快感、緊張

⇒・パフォーマンスが下がる
作業量低下、ミスの増加

違反行為への注意
＝規律的行為

→叱り手への信頼感が
生まれる

⇒作業に対する意欲が
向上する

着想の経緯
他者に対して注意がされた時、自分が注意されたわけではない
のにも関わらず、ひどく気になり、居心地が悪くなった。
⇒他者の違反行為に対する注意は観察者に影響を与えるので
はないか？

2．仮説

分析対象（計41名） 注意あり：13名、注意なし：13名、統制：15名
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(2)気分（覚醒度）：
第1回＜第2回・第3回
→課題の遂行により、
活発な気分になった。

(4)書き間違い数：有意差なし
(5)誤答数 ：第1回＜第2回
…一番初めの課題に特に集中
して取り組んだ。

⇒他者へ注意はミスを誘発す
るものではなかった。 (7)課題に対する意欲：

第1回＜第2回・第3回
気分（覚醒度）の結果（第1回＜第2回＜第3回）と合わせて、
→活発な気分になり意欲が高まった？

⇒他者への注意による、意欲への影響は見られなかった。
…適切に注意があることが意欲につながる背景に、信頼感を仮定
していたことを考えると、一貫した行動であることが確認でき
るような研究計画を立てる必要があったかもしれない。
───質問紙や観察など実験以外の手法を検討。

注意あり条件：━━ 注意なし条件：ー ー ー 統制条件：- - - -

手続き

①ほとんどの人が違反行為（電話が鳴ること）が気に
なり、さらに迷惑に感じた人が複数いた。
→違反行為の放置が常態化すると、違反行為に
対する注意をしないことが意欲の低下を招く可
能性があるのではないか。

4-1．ストレス反応

4-2．パフォーマンス

4-3．意欲

(6)作業量：
③統制条件については：

第1回＜第2回・第3回
･･･慣れにより作業量が増加

④第2回課題については：
注意あり＜統制

･･･注意により、作業量が低下
⇒注意の観察が、パフォーマ
ンスに影響した可能性（作
業量の低下）

※ただし、グラフ傾向からは･･･
注意あり：第2回＜第3回

･･･回復傾向
⇒注意観察の効果は一時的
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(3)気分（快適度）：
①注意なし条件については：

第1回＞第2回・第3回
･･･実験操作以外の影響が生じた可能性

②注意あり条件については：
第1回・第2回＞第3回

･･･注意の観察により、不快な気
分になったかもしれない。
⇒ストレス反応（快適度の低
下）が生じた可能性

2019年度 MG-Pスクエア 宮城学院女子大学 学芸学部 心理行動科学科 4年次「卒業研究」

②注意あり条件では、半数以上の人が注意がされなかった場
合不満に感じると回答していた。

…違反行為への注意が適正になされることが当然という意識
がある程度共有されている。
→適正な注意がなされることには一定の意義があるの
ではないか。
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(1)脈拍数：
注意によるストレス反応（脈
拍数増加）は見られなかった
→時間が短く、結果に現れに
くかった
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